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　令和7年産小麦の出穂期は「イワイノダイチ」が４月７日から、「さ
とのそら」が４月11日から始まり、平年並よりやや遅い出穂期となり
ました。また、出穂期以後は断続的に雨が続くと、赤かび発生の懸
念がありますが、生産者による２回の防除の徹底がされています。４
月下旬の気温は高めに推移しており、気象庁の長期予報でも今後高
温傾向となることが予想されており、登熟が一気に進む可能性があ
ります。

◇収穫前の排水対策を実施しましょう
　小麦は湿害に非常に弱い作物です。生育期間を通じて排水対策
に取り組みましょう。収穫の作業を効率的に進めるためにも排水対
策が必要です。排水溝に崩れ込んだ土を取り除いたり、排水溝を確
実に落水口へつなぎ、雨水がほ場内に滞水しないよう補修しておき
ます。

◇品質確保のための適期収穫を行いましょう
　小麦の収穫時期は梅雨に入る時期でもあります。刈り遅れとなる
と、穂発芽やカビなどの発生、外観品質、容積重の低下にもつなが
るなど、大きく品質低下を招く可能性もあります。ＪＡの荷受予定や
気象予報などを参考に、品種、播種時期、生育状況を踏まえ、収穫
の段取りを計画しておきます。また、迅速に収穫作業が開始できる
よう、早めに機械の準備・整備をしておきましょう。

　以下の目安を再確認し、必ずほ場ごとの成熟期を判断し、収穫時
期を決定してください。

【収穫時期の目安】
　一般に、収穫適期は成熟期から３～６日後（子実水分が28%以
下）になります。（成熟期水分は約40%。天候が良ければ、成熟期
以降１日当たり２～４％水分が落ちます。）

【成熟期判断の目安】
①茎・葉が完全に黄熟色になる。
②穂の中心まで黒化し、わん曲し始める。
③穂を手のひらでもむと脱粒しやすく、脱ぷも容易で青粒がない。
④粒がロウ程度の硬さになった時。

　ナスは連作を続けると土壌病害が発生しやすくなります。病気の
特徴をよく理解し、対策を取りましょう。
１．青枯病
【特徴】細菌（バクテリア）が原因で、

暑く（地温が25℃以上：７～８月
頃）なると発生します。茎葉に病斑
は見られず、株全体が萎れ、数日後
には枯死します（写真１）。

【確認方法】地際部の茎を切ると維管
束（水分や養分が通ったり、葉で
作られた養分が運ばれる所）が黒
褐色になっています。茎の切断面を透明なコップなどに入れた
水につけると白く濁った液（菌泥）が出てきます。

【感染経路】土壌中に存在している青枯病菌や前年の被害残渣が伝
染源で、土壌や水を介して感染が拡がります。また、ナスの汁液
による接触感染（ハサミによる整枝・剪定や収穫作業）でも拡が
ります。

【対策】栽培期間中に有効な薬剤はありません。病気にかかった株
は次の感染源となるため、見つけしだい根を含めて抜き取り、ほ
場外に持ち出し処分しましょう。また、ハサミを70％エタノール
（消毒液）などで消毒することも重要です。土壌消毒（太陽熱
消毒、土壌消毒剤）をする場合は、できるだけ土壌の深くまで消

毒する必要があります。家庭菜園などの自根栽培で青枯病が発
生した場合は、翌年作付けほ場の変更や接ぎ木苗の利用を検討
しましょう。

２．半身萎凋病
【特徴】糸状菌（カビ）が原因で、涼しい時期に発生します（６月まで

と９月から）。最初は下葉に不鮮明な退色斑を生じ、株のどちら
か片側だけが萎れ、最終的には株全体が萎れます。

【確認方法】地際部の茎を切ると、維管束が薄茶色になっています。
青枯病のように茎の切断面を水につけても白く濁った液（菌
泥）は出ません。

【感染経路】病気にかかった葉、茎、根などが土壌に残ること、加え
て、土壌中に長期間生存できる微小菌核が形成されることで、
感染が拡がります。

【対策】発生初期には薬剤灌注が有効ですが、散布時期（収穫前日
数）には十分に注意しましょう（表１）。また、落葉などが感染源
となるため、ほ場衛生に努めましょう。青枯病と同様に土壌消毒
が有効です。
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30％
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インゲンマメは、若いさやごと食べるサヤインゲンが特になじみが深
く、つるを伸ばす種と、背丈が低く手軽に栽培できるつるなし種があり
ます。緑色が美しく、料理の彩りとしても重宝する野菜です。病害虫の
心配も少なく、花もかわいらしいので家庭菜園におすすめです。

種まき

インゲンマメ

（つるあり）

（つるなし）

適宜種まき可能 収穫時期

〇連作障害を防ぐため、豆類を栽培した畑では2～3年間隔を空けて作付けしましょう。
〇つるなし種は、種まきから短期間で一斉に収穫できます。一方でつるあり種は収穫期間は長いですが、
　種まきから収穫まで日数がかかるので、なるべく早くまいて夏季の暑さを避けましょう。

栽培の
ポイント

植え付けの2～3週間前に完熟堆肥1㌔/㎡、苦土石灰100㌘/㎡をまき、深さ30㌢位までよく耕します。植え付けの1週間前には化成
肥料（N:P:K＝8-8-8）150㌘/㎡を施し、よく耕しておきます。
つるあり種の場合は畝幅90㌢畝高10㌢、つるなし種の場合は畝幅70㌢畝高10㌢の畝を作ります。

畑の準備

つるあり種は、本葉5枚の頃と収穫最盛期の頃に、株の周りに化成肥料（N:P:K＝8-8-8）を50㌘/㎡施し、中耕と除草も兼ねて土寄
せを行います。
つるなし種は栽培期間が短いため基本的に追肥は不要です。

追　　肥

つるあり種は種まき後50～60日、つるなし種は種まき後50日程度で収穫を迎えます。開花後、10日～2週間ほどで収穫できます。長
く置くと樹勢が弱まるので早めに収穫します。さやが平たい平さや種は、多少収穫が遅れても柔らかいですが、丸さや種は長くおくと
硬くなりやすいので、大きくならないうちに収穫しましょう。

収 穫

つるあり種は株間30～40㌢、つるなし種は株間25～30㌢とし、深さ2㌢ほどの穴を掘り、種を１カ所に3粒ずつまきます。種の大きさ
の3倍ほどの土をかぶせ、軽く手のひらで押さえます。
鳥除け及び虫除け、乾燥防止などのため、不織布で畝を覆いその上からたっぷりと水をかけます。本葉が出始め、子葉がしぼむ頃まで
不織布はかけておきます。

種 ま き

つるあり種は、つるが伸び始めたら支柱とネットを立てます。支柱は垂直で良いですが、風当たりが強いところでは合掌式が良いで
しょう。支柱を立て終わったら、巻きひげが絡みやすいように、ネットを支柱に張ります。ネット張りが遅れると隣のつると巻きついてし
まうので遅れないようにします。
キュウリ用の網支柱を用いるとつるが自然に絡まっていくのでおすすめです。

支柱立て

アブラムシやハダニ、カメムシが発生することがあるので、防除します。サヤインゲンであれば農薬は「さやいんげん」、「豆類（未成
熟）」、「野菜類」に登録があるものが使用できます。

病 害 虫

発芽が揃ったら、1本を間引いて1カ所2本にします。生育の良くないもの、子葉の形の悪いもの、虫食いや病気の疑いがあるものなど
を間引きます。

間 引 き

6月 7月 8月 9月 10月

作型目安

穂揃期の小麦畑

（写真1）
株全体が萎れる青枯病の症状

生育期（支柱立て・追肥） （表１）半身萎凋病に有効な薬剤（令和７年３月３１日現在）
○ベンレート水和剤
作物 適用病害虫

ナス 半身萎凋病
500倍 200～300ml/株 定植後～

収穫14日前まで 3回以内 土壌灌注
400～600ml/株1,000倍

希釈倍数 使用液量 使用時期 使用回数 使用方法
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株全体が萎れる青枯病の症状

生育期（支柱立て・追肥） （表１）半身萎凋病に有効な薬剤（令和７年３月３１日現在）
○ベンレート水和剤
作物 適用病害虫

ナス 半身萎凋病
500倍 200～300ml/株 定植後～

収穫14日前まで 3回以内 土壌灌注
400～600ml/株1,000倍

希釈倍数 使用液量 使用時期 使用回数 使用方法

じゃん !  2025.6じゃん !  2025.6 1011 101010111111


